
第3回 安渡地域復興協議会 

日時：平成27年12月20日（日）13:30～ 
資料：資料１    復興事業の進捗状況 
   資料２    安渡地域の計画とまちづくり課題 
   資料3-1  コミュニティを育むために何が必要か？ 
   資料3-2  新年会兼同窓会について 
   別冊     安渡地域まちづくり課題図 
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資料１ 復興事業の進捗状況 
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復興事業の進捗状況 

○災害公営住宅（県・町） 
 戸数：８０戸 
構造：戸建て、長屋、集合 

 入居予定：H29年度上半期より順次 

○防集団地 ⑤区画整理区域内 
 事業規模：４戸 
進捗状況：土地の買取調整 
     盛土造成工事 
土地の買取：92％ 
宅地引渡予定:Ｈ28年度上半期 
        ～H29年度上半期 

○土地区画整理事業 
 事業面積：約5.9ha 
 土地の買取：100％（減価買収） 
 区画整理地内 
 公営住宅用地買収：100％ 
 住宅着工可能時期： 
平成28年度上半期より順次 

特定業務エリア

住宅エリア

産業エリア

災害公営住宅

公園・緑地

公益施設

土地利用凡例

○北側幹線道路 
幅員:6.0ｍ 延長:730ｍ 
  

○防集団地 ①二渡神社 
 事業規模：27戸 
進捗状況：伐採工事 
土地の買取：80％ 
宅地引渡予定:H29年度上半期  

○防集団地 ④古学校 
 事業規模：19戸 
進捗状況：詳細設計作成 
土地の買取：９９％ 
宅地引渡予定：Ｈ29年度上半期  

○防集団地 ③安渡小東 
 事業規模：１０戸 
進捗状況：準備工 
土地の買取：１００％ 
宅地引渡予定：Ｈ28年度下半期  

○東側幹線道路 
幅員:6.0ｍ 延長:970ｍ 
  

○公民館・避難ホール 
 進捗状況：基礎工事 
工事期間 
  Ｈ27年9月～Ｈ28年11月 

 供用開始予定：Ｈ29年1月以降 

○産業用地 
事業期間：H26年5月～ 

 進捗状況：土地の取得、造成に  
       併せて誘致 
 土地の買取：９5％ 
 企業立地予定：誘致企業4社 
 公募区画は使用予定者決定済 
 （14事業者） 
 一部未公募区画あり 

○防集団地 ②大仏様 
 事業規模：１３戸 
進捗状況：切土工事 
土地の買取：１００％ 

 宅地引渡予定：Ｈ28年度下半期 
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資料2  安渡地域の計画と 
   まちづくり課題  
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１．安渡地域の計画の確認 

デザインノートで、安渡のまちを計画してきました。 
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２．安渡地域の人口・世帯数 

震災前 
(H22国勢調査) 

平成22(2010)年
国調データ 

2015年(H27）8月時点で町の
HPで公表した申込数 

2015年(H27）7月時点で町が

公表した「災害公営住宅整
備戸数、申込み状況一覧」 

商工観光課・日暮さんヒア 
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※「住宅再建に係る最終意向調査（仮申込）」（H27.8末）の 
  回答結果のため、実際の数値は変動する可能性あり 



二渡神社団地 

古学校団地 

安渡小東団地 

区画整理地区 

津波復興拠点地区 

公民館・避難ホール 

大仏様団地 

３．復興のスケジュール（資料１より整理） 
Ｂブロック 

Ａブロック 

Ｄブロック 

Ｅブロック 

Ｆブロック 

Ｇブロック 

Cブロック 
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事業スケジュール 
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４．まちづくり課題（これまで出された意見） 
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  資料3-1 コミュニティを 
      育むために何が必要か？  
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高齢化 子育て 

すでに公営住宅や広場ができ移行が始まったまちで聞かれる意見 

安渡では、このようなことが起こらないように、ハー
ド整備にあわせて、工夫できることを事前に話し合い、
検討することが必要です。 
 
これがコミュニティ戦略をつくる意義です。 

１．コミュニティが必要なわけ  

「買い物が大変」 

「地域の担い手がいない」 

「集会所やバス停まで歩いて行けない」 

「ベンチやトイレがないから散歩に行けない」 

「悩みを共有できる場がない」 

「子どもを遊ばせる場がない」 

「外出する気持ちが湧かない」 
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（例）災害公営団地（高齢化率５１％） 
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２．コミュニティの再生に向けた様々な動き  

15 

発展期 再生期 復旧期 ※復興計画における期間の位置付け 



（１）地域の課題（○必要なこと、●あるとよいこと） 

主に地域が検討する事項 
 ○公民館活動の充実 
 ○町内会活動の充実 
 ○安渡地域の住民が集まれる機会づくり（運動会、文化祭、小正月行事の復活など） 
 ○若者が参加できるコミュニティ活動 
 ●地域内でのコミュニティビジネス（産直等） 
 ○コミュニティスペースの活用（地域によるベンチ、イベント開催） 
 ●防災に関する民間企業とコミュニティの連携 

地域と町が協力して検討する事項 
 ○歩いて暮らせるように生活施設の誘致・配置 
 ○商業施設・福祉施設の誘致 
 ●郵便局の再建 
 ○広場等へのトイレの設置・住民による管理 
 ○子育て環境づくりのための保育所の復活 
 ●安渡駅の設置 
 ○居住区ごとに集まれる場所の確保 
 ○惣川地区の避難路・備蓄倉庫の確保 
 ○コミュニティスペースの形成（井戸端会議、移動販売車、ベンチ等） 

これらの課題をどのように、ま
た、どのようなスケジュールで、
解決していくかが課題。 

これらの課題をどのように、ま
た、どのようなスケジュールで、
解決していくかが課題。 

３．これまでの課題の整理  
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（２）生活の課題 

現時点での課題・不安 
 ○仮設住宅での長期生活による生活のしにくさ 
 ○仮設住宅での長期生活による高齢者の虚弱化の進展 
 ○移動手段を持たない方の買い物等外出の不便 
 ○草取り・雪かきなどの環境維持 
 ○ほとんど人と話さない、孤独、社会的孤立、相談相手がいない 
 ○緊急時の避難に支援が必要 
 ○子どもを一時預かってくれる人がいない 
 

 
 
移行期・移行後の課題・不安 
 
＜今回はこの部分を検討します＞ 
 
 

これらを公的な支援
員ですべて解決する
か、住民同士の支え
あいや、外出を促す
自立支援で対応する
か。 

これらを公的な支援
員ですべて解決する
か、住民同士の支え
あいや、外出を促す
自立支援で対応する
か。 
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健康状態 
 

仮設住宅での長期生活に
よる生活のしにくさから健康
状態が良くないと答える人
が増え始めていた。 

外出頻度 
 

社会参加する場や外出す
る場が限られ、仮設住宅に
住んでいない人は、閉じこ
もりの傾向になっていた。 

（３）２年前の生活実態調査の結果からみる課題 
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（１）コミュニティ戦略の重点テーマ 

 前回の協議会（7/5）では、コミュニティ戦略の重
点テーマを以下の事項にすることが整理されました。 
１）高齢者の生活環境づくり 
 ・健康に年をとる、居場所づくり、役割づくり 
 ・住民同士の見守りシステム 
 ・地域包括ケアシステム 

２）子育てコミュニティ・拠点の形成 
 ・子育てしやすさ、安渡Uターン（安渡同窓会） 
 ・保育機能を有する拠点、相談できる安心できる 
 ・孤立しない子育て 
 ・子どもがのびのび暮らせる（広場・居場所） 

３）昔の遊び・文化・歴史の継承 
 ・生活文化の再興、安渡の誇り、歴史文化の風化防止 
 ・コミュニティ観光の可能性 
 ・元気な高齢者の健康・活躍の場づくり、多世代交流 

４）水産加工場等の立地企業とコミュニティの連携 
 ・若者の就職場所、地域の活気 
 ・保育機能を有する拠点、コンビニ、郵便局の整備可能性 

４．コミュニティ戦略について 
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重点テーマ 活動のイメージ アイディア 

１）高齢者
の生活環境
づくり 

 
 

＜生活支援・支えあい＞ 
 
＜交流の場づくり＞ 
①お茶っこの会 
②ゲートボール 
③さわやかウォーキング 
④ストレッチ等の公民館活動 
⑤老人会 
 
＜閉じこもらない暮らしの拠点＞ 
⑥生活施設の誘致（郵便局・漁協信用部
党） 
⑦移動手段（町民バス等）の確保 

２）子育て
コミュニ
ティの育成 

①ラジオ体操 
②夢ハウス・こどもセンターによる見守り 
③親子料理教室・親子ふれあい教室 
④サマーキャンプ 
⑤ユニホック等のスポーツ活動 
⑥ふるさと体験学習 
⑦子ども会 
⑧野球スポーツ少年団 
⑨保育園の復活 
⑩安渡地区のＰＴＡの連携 

現在実施している活動（青字）、震災前に実施してい
た活動（赤字）、これまで提案された活動（緑字） 

（２）コミュニティ活動 



（２）コミュニティ活動 

重点テーマ 活動のイメージ 活動のアイディア 

３）昔の遊
び・文化・歴
史の継承 

①闘球盤 
①防災訓練・防災活動 
②伝統芸能 
③町内会活動の充実 
②陣屋遊び 
④運動会・芸能祭等の行事 
⑤お祭り等 
⑥各種公民館活動 
⑦コミュニティスペースの活用 
⑧居住エリア毎の小さなコミュニティ
組織の形成 
⑨若者が参加できるコミュニティ活動 
⑩地域内でのコミュニティビジネス
（産直等） 

 

４）水産加工
場等の立地企
業とコミュニ
ティの連携 

①企業と連携した防災訓練 
②従業員の避難を想定した備蓄（惣川
地区等） 

現在実施している活動（青字）、震災前に実施してい
た活動（赤字）、これまで提案された活動（緑字） 
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５．協議事項  

①時間軸上での確認 
 行政や企業が関わることについて、どの時期にどのタイミン
グまでに実施検討されるか。その際、住民側に協力できること
はなにか？ 
※たとえば保育所の整備はいつまで議論できるのか？ それまでに水産加工団地での保
育ニーズ調査や安渡地域居住予定者の移行調査などはいつまでに行えばよいのかなど。 
 

②移行期支援について 
 現時点・移行期・移行後における生活課題について、不安に
感じることについて意見を出し合います。 
 

③コミュニティ活動について 
 現状で取り組んでいる活動を踏まえ、復活させるべき活動、
新規に実施すべき活動について意見を出し合います。 
※公助への依存は先々予算が減少すると苦しくなります。互助・共助による支え、また
１人１人が地域に関わる関係づくりが重要です。 
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資料3-2 新年会兼同窓会について  
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安渡町内会新年会 兼 安渡地区同窓会 
 
開催案内 
 
実施日：平成28年1月11日（月）11:00～13:30 
    ※祝日、成人式の翌日 
 
場 所：大槌稲荷神社（二渡神社） 
 
参加者：安渡関係者ならどなたでも 
    内陸に移転している安渡出身者にも声かけ 
 
会 費：1,000円／人（中学生以下は無料） 
 
内 容：餅つき、闘球盤ゲーム、郷土芸能披露 
    安渡の屋号地図披露 
    情報交換（安渡の地図に居住予定場所を記入） 
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